
 

 

 

 

 

 

 

さぎそう園におじゃまして、人生の先輩から学ぶ 

     

 １９９７年１２月に開かれた「施設でのボランティア体験学習」をきっかけに生まれま

した。初めは名称も付けずに、継続できるかしらと、試行しながら活動をしていました。

その間に新しい仲間が加わったり、社会福祉協議会の方の助言や、さぎそう園の好意もあ

って１９９９年４月にボランティアグループに登録し「笑路の会」と名付けたのです。 

 はきものの「わらじ」と人生の歩みを兼ねてみたのですが、なかなかすばらしい名称だ

と自負しているところです。 

２０１８年１月～４月の４ヶ月間メンバーが高齢者（８０歳前後）で数人となり、活動を

止めようかと、思いましたが７人残ってくださりお仲間の娘さんが参加してくださり継続

させて頂く事になりました。 

 

 

 

○例会 月２回 活動内容の検討や会員の交流を図ったりしています。 

○金曜日の午前１０時から正午まで、お風呂上がりの方にドライヤーをかけたり、つめを

切ったり、お話し相手をしています。また談話室でくつろがれる方にコーヒー等のお茶

を入れたりしています。その他、昼食前には、お茶を入れ、おしぼりを配ったり、臨機

応変に動いています。 

  

※メンバー構成 

  １０人（女性１０人、男性０人） 

 ７０歳以上のメンバーですが、 

 無理のない範囲で活動しています。（１０人中１人は４０代です。） 

   

  

※会 費 

  年２,４00円 

 

 

ささやかですが、お年寄りと心の通じる活動

を続けています。 

 

交通の面で大変ですが、都合のつく方の参加

を大歓迎します。 

笑路の会 

活動内容 

ひとことＰＲ 


